
【スケジュール】

【麻酔方法】
硬膜外麻酔で分娩時の痛みを緩和します。
痛みが全くなくなるわけではありません。
【分娩方法】
 日程を決めて分娩誘発を行います。

【料金】
 通常の分娩費用プラス約15万円

【注意点】
麻酔分娩の件数には制限があり、ご希望の方皆様に実施できるとは限りません。
入院の予定を立てていても、それより前に陣痛が来た場合は対応できません。
日中に分娩に至らない場合、鎮痛が不十分になり、翌日以降は対応できないことが
あります。
上記の場合も、外来検査費用及び硬膜外麻酔を行った場合はその費用は発生します。

麻酔分娩(無痛分娩)を
お考えの方へ

当院では、以下の方法で、経産婦さん（１度以上出産を経験された方）を対象
に、麻酔分娩を行っていますので、ご希望の方は医師へ申し出てください。
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＊妊娠24週頃 麻酔分娩の希望がある方は、助産師の保健指導時に申し出ていた
だきます。

＊妊娠34週頃 希望があった方へ、医師が再度、確認と説明をします。

＊妊娠36週頃 妊婦健診で「麻酔分娩・分娩誘発」の同意書を、医師が説明しま
す。

＊妊娠37週以降 妊婦健診の際に、子宮口の状態を内診で確認し、入院の日程を決
定します。

＊入院翌日 朝から分娩誘発を行い、硬膜外カテーテルを留置し、陣痛が来た
ら麻酔を開始します。
誘発および硬膜外麻酔は、基本的に平日日中のみです。

＊入院日 説明と準備（事前診察・事前処置等）


